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１　はじめに
　舌や口腔内壁に多数分布する味覚器には，味物質の受容
に特化した細胞が含まれている．これらの味物質受容細胞
は細長い細胞で，一部を舌表面に露出している（Fig. 1）．
この露出部分に，各細胞に特有の味物質受容体が発現して
いる．味物質受容体が食物中の味物質を検出すると，細胞
内情報伝達機構が味情報を神経伝達物質の放出装置に伝達
する．放出された神経伝達物質が味神経を利用して，脳に
味情報を伝達する．本小論の目的は，一般の読者にほ乳類
の味物質受容機構を紹介することである．

２　味覚器の構造
2.1　味蕾と味神経
　味覚器の最小単位は，味蕾と呼ばれる紡錘形の小器官で
あり（Fig. 2），50～100程度の細胞から成っている．味蕾は，
軟口蓋，喉頭，咽頭などにも多数分布する．味蕾を支える
構造は，舌の前後で異なる（Fig. 3）．舌前方では，味蕾は
突起上にあり，味蕾の生成した味情報は，鼓索神経を経由
して脳へ送られる．舌後方両側では，溝内側にあり，味情

報は鼓索神経/舌咽神経経由で脳へ送られる．舌後部中央
の味蕾も溝内側にあり，味情報は舌咽神経経由で脳へ送ら
れる．
2.2　味蕾に含まれる細胞の分類
　味蕾には，微細構造，免疫染色性，神経生理学的機能等
の異なる 4種類の味蕾細胞，Ⅰ～Ⅳ型細胞が含まれている
（Table 1）．味物質受容細胞は，Ⅱ型細胞とⅢ型細胞である．

Fig. 1 味物質受容細胞の模式図
味物質受容細胞は，味物質受容体，細胞内情報伝達装置，神経伝
達物質放出装置を持つ必要がある．味物質の情報は，神経伝達物
質として味神経繊維に送られ，脳に送られる．
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Fig. 3 舌表面と味蕾発現部の断面
味蕾は，舌前方では茸状突起の上に，舌後方側面および中央では
溝内部に分布する．

Fig. 2 味蕾の模式図
味蕾は，50～100個の細胞が構成する味覚器の最小単位のである．
大きさは，直径 50μm程度，高さ 50μm程度である．味神経繊
維が侵入し，味物質受容細胞から味情報を受け取る．遠心性支配
もあるらしい．

Table 1 味蕾細胞の分類

味蕾細胞は，その微細構造および免疫染色性でⅠ型～Ⅳ型に分類
されている．Ⅱ型，Ⅲ型が味物質受容細胞，Ⅰ型は味受容のサポ
ート，Ⅳ型は他の細胞型の前駆細胞とされている．

Fig. 4 甘味，うま味，苦味物質の受容機構
Ⅱ型細胞は，これらの味物質に対する受容体のどれかを発現する．
いずれの受容体も，Gタンパク質共役型であり，セカンドメッセ
ンジャー（IP3）を生成して，小胞体の IP3受容体（IP3R3）から
Caイオンを放出する（挿入図）．放出された Caイオンがイオン
チャネル（TRPM5チャネル）を開き，受容器電位を発生する．
受容器電位は，電気信号で開くイオンチャネル（非表示）を開き，
活動電位を発生する．この活動電位という電気信号が ATPを通
すイオンチャネルを開き，細胞内の ATPを神経伝達物質として
近傍に放出する．近傍の味神経繊維にある数種の ATPに対する
受容体がこれを検出し，脳へ味情報を伝達する．Ⅲ型細胞も，
ATPに対する受容体を持つので，Ⅱ型細胞の味応答を検出し，脳
へ送る可能性がある．PIP2，ホスファチジルイノシトール二リン
酸；IP3，イノシトール三リン酸；DAG，ジアシルグリセロール；
IP3R3， 3型 IP3受容体．

Fig. 5 塩味と酸味物質の受容機構
Ⅲ型細胞は，受容体として，Naイオン（塩味物質）や Hイオン（酸
味物質）を通すイオンチャネルを発現している．細胞外 Naイオ
ンが上昇すると，この Naチャネルの平衡電位が正方向へ変化す
る．この電気信号が「電気信号で開くイオンチャネル」を開き，
活動電位を発生させる．Hイオンも，よく似た方法で活動電位を
発生させる．いずれの場合も，活動電位がシナプス小胞内のセロ
トニンを放出し，味神経繊維に味情報を送り出す．
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Ⅱ型細胞は Gタンパク質共役型味物質受容体をもち，Ⅲ型
細胞はイオンチャネル型受容体をもつ．イオンチャネルと
は，細胞膜にあるイオン通路である．Ⅱ型細胞とⅢ型細胞
では，味神経への味情報伝達方法も異なる．Ⅱ型細胞は味
神経繊維と化学シナプスを形成せず，神経伝達物質を貯蔵
するシナプス小胞を持たない（Fig. 4）．Ⅱ型細胞は，ある
種のイオンチャネルから細胞内に分布する ATPを神経伝
達物として味蕾内にまき散らす1．ATPに対する受容体を
発現している味神経繊維は，拡散してきた ATPを検出し，
脳に味情報を送る2．Ⅲ型細胞は，味神経繊維と化学シナ
プスを形成する（Fig. 5）．シナプス小胞中のセロトニンを
放出することで，脳に味情報を伝達する3．Ⅰ型細胞は細
胞外に ATP分解酵素をもつので，Ⅱ型細胞が放出する
ATPの拡散を制限することになる4．IV型細胞は，これら
味蕾細胞の前駆細胞である．

３　味物質受容機構
3.1　五基本味と味物質
　ヒトは甘味，うま味，苦味，塩味，酸味の 5種の味覚を
感じるとされるため，味物質も 5種に分類されている．ショ
糖が甘味，グルタミン酸ナトリウムがうま味，キニーネが
苦味，食塩が塩味，酢酸が酸味の典型的味物質とされてい
る．ただし，味物質の分類はかなり強引であり，サッカリ
ンのように苦味を感じさせる物質や，ブドウ糖，果糖，ショ
糖のように甘味の質が異なる糖類も，甘味物質としてひと
くくりにされている．この点は，他の味物質についても共
通であることにご注意頂きたい．
3.2　甘味物質，うま味物質，苦味物質
　Ⅱ型細胞は，甘味物質，うま味物質，苦味物質に対する
受容体のいずれかを発現する（Fig. 4）5．現在，甘味物質
受容体は 1種類，うま味物質受容体もおそらく 1種類，苦
味物質受容体が30種類程度報告されている6－9．これらの
受容体は Gタンパク質共役型受容体で，セカンドメッセ
ンジャーとして IP3を生成し，Ⅱ型細胞内部にある Caイ
オン貯蔵庫（小胞体）から Caイオンを放出する．放出さ
れた Caイオンは，Caイオンに感受性を持つイオンチャ
ネル（TRPM5チャネル）を開き，電気信号を発生する．
電気信号は，ATPが通過できるイオンチャネル（ヘミチャ
ネル）を開き，ATPを放出する．
3.3　塩味物質と酸味物質
　塩味物質と酸味物質は，Ⅲ型細胞が検出する．塩味物質
NaClの摂取によりⅢ型細胞外部の Naイオン濃度が上昇
すると，ある種の Naイオンチャネルが受容体として働き，
受容器電位を生成する（Fig. 5）10．ただし，Naイオンは
Clイオンとの組み合わせで塩味となるが，それ以外のイ

オンとの組み合わせでは異なる味になる．したがって，こ
こでいうある種の Naイオンチャネルだけでは塩味受容機
構の説明として不十分である．今後の研究により，Clイ
オンを検出する装置の存在を明らかにする必要がある．酸
味物質 Hイオンの受容体もある種の Hイオンチャネルで
あり，Ⅲ型細胞外部の Hイオン濃度の上昇により，電気
信号を生成する11．Ⅲ型細胞は，電気信号で開く Caイオ
ンチャネルやシナプス小胞などの神経伝達物質放出装置を
利用してセロトニンを放出する．
3.4　Ⅱ型－Ⅲ型細胞ネットワーク
　Ⅱ型細胞は味物質を受容すると ATPを放出する．ATP

に対する受容体は，味神経繊維ばかりでなく，Ⅲ型細胞に
も発現している12－14．Ⅰ型細胞は ATPの味蕾内拡散を制
限する4．しかし，Ⅱ型細胞とⅢ型細胞が密着し，Ⅱ型，
Ⅲ型細胞間にⅠ型細胞が存在しない味蕾も観察される．こ
の場合，Ⅱ型細胞の生成した味情報はⅢ型細胞へ伝達され
ることになる3．たとえば，苦味物質に対する受容体を発
現しているⅡ型細胞が特定のⅢ型細胞の周りに集まってい
れば，このⅢ型細胞は，苦味情報を脳へ送るだろう．Ⅲ型
細胞は塩味物質や酸味物質に対する受容体を発現している
と考えられている．今後の研究により，これら受容体を発
現しないⅢ型細胞が発見されれば，このような細胞ネット
ワークの存在を仮定する意味がでてくる．

４　味物質受容細胞の電気信号
　生体電気信号の大きさは，シビレエイやデンキウナギの
発電器官が作る数百ボルトという大きなものから，筋細胞
や神経細胞活動電位のように 100 mV程度のもの，さらに
各種受容細胞が作る数mV程度の受容器電位まで多様性が
ある．しかし，電気信号の多くは，細胞内外のイオン濃度
の差とイオンチャネルによって作られている．
　味刺激を受けた味物質受容細胞は，ゆっくりした電位変

Fig. 6 味物質が受容細胞に生成する電気信号の模式図
味応答としての電気信号は，ゆっくりした受容器電位と受容器電
位によって引き起こされた活動電位から構成される．受容器電位
は持続しているのに，活動電位は，時間とともに高さが小さくな
り，やがて発生しなくなる．これは，活動電位を発生する Naチ
ャネルが不活性化して開かなくなるためである．
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化とそれに重なる速い電位変化を示す15．ゆっくりした電
位変化は味物質が生成する受容器電位である（Fig. 6）．速
い電位変化は活動電位であり，ゆっくりした電位変化を検
出するイオンチャネルが生成する．受容器電位の発生機構
も，活動電位の発生機構も，Ⅱ型細胞とⅢ型細胞では異な
る16．しかし，いずれの細胞でも，これらの電気信号が神
経伝達物質の放出を引き起こす．

５　まとめ
　測定方法の進歩により，味蕾細胞も，神経細胞や筋細胞
と同様に活動電位を発生し，味情報生成に役立てているこ
とがわかった．Ⅱ型細胞とⅢ型細胞の味物質受容機構が異
なることも，わかってきた．しかし，本小論は，これから
修正されていくであろう仮説の紹介に過ぎない．とくに若
い読者には，本小論はもちろん，教科書や論文は，多少の
（あるいは大きな）疑いをもってお読みくださるようお願
いする．
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